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こ
の
頃
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
で

屡
々
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
い
う
言
葉

が
使
わ
れ
ま
す
。

　

現
代
語
の
解
説
書
と
言
わ
れ
て

い
る
広
辞
苑
第
７
版
で
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
語
彙
に
つ
い
て
調
べ
て
み

る
と
「
人
を
悩
ま
す
こ
と
、
地
位

や
立
場
を
利
用
し
た
い
や
が
ら

せ
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
因

み
に
、
古
い
広
辞
苑
で
は
何
時
頃

か
ら
掲
載
な
の
か
と
調
べ
た
と
こ

ろ
、
年
代
は
２
０
０
８
年
１
月
発

刊
の
第
６
版
が
最
初
で
し
た
。
従

っ
て
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
い
う
言

葉
が
一
般
的
に
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
21
世
紀
に
な
っ
て
か

ら
な
の
で
し
ょ
う
。

　

巷
に
溢
れ
て
い
る
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
に
は
、
沢
山
の
種
類
が
あ
る
そ

う
で
、
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
・

モ
ラ
ハ
ラ
な
ど
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
と
十
数
種
類
の
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

　

個
人
の
意
思
を
齟
齬
な
く
他
人

に
伝
え
る
に
は
、
教
養
を
土
台
と

し
た
多
面
的
な
思
索
、
豊
か
な
感

性
が
肝
要
と
考
え
ま
す
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
メ
ー
ル
機
能
が
煩

雑
化
し
、
沢
山
の
略
語
や
新
言
語

が
溢
れ
て
い
る
現
状
は
、
好
む
と

好
ま
ざ
る
に
か
か
わ
ら
ず
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
を
惹
起
す
る
要
因
と
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

著
名
な
評
論
家
が
有
名
人
の
言

論
に
悪
意
あ
る
論
評
を
加
え
る
行

為
や
、
週
刊
誌
の
見
出
し
に
は
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
的
用
語
が
踊
り
ま

す
。
こ
れ
ら
を
見
聞
き
す
る
子
ど

も
達
に
は
格
好
の
虐
め
の
手
本
に

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
心

配
で
す
。

　

日
本
人
は
千
年
も
の
昔
か
ら
常

識
と
言
う
言
葉
を
使
っ
て
い
ま

す
。
常
識
を
広
辞
苑
で
調
べ
た
ら

「
普
通
、
一
般
人
が
持
ち
、
ま
た

持
っ
て
い
る
べ
き
、
標
準
知
力
、

専
門
的
知
識
で
な
い
一
般
的
知
識

と
と
も
に
理
解
力
・
判
断
力
・
思

慮
分
別
な
ど
を
含
む
」
と
あ
り
ま

し
た
。

　

人
々
は
他
人
を
特
定
す
る
手
段

と
し
て
職
種
で
選
別
す
る
の
が
普

通
で
す
。
芸
術
家
・
教
育
者
・
僧

侶
等
々
と
特
定
し
ま
す
が
、
其
処

に
は
他
者
へ
の
尊
敬
の
気
持
ち
が

込
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
い

う
概
念
が
是
認
さ
れ
、
使
わ
れ
だ

し
た
現
代
で
は
、
私
達
の
常
識
の

意
味
が
大
き
く
変
化
さ
せ
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

理
解
力
・
判
断
力
や
思
慮
分
別

も
な
く
、
自
分
の
欲
望
や
願
い
に

固
執
し
、
周
囲
に
責
任
を
転
嫁

し
、
誹
謗
中
傷
す
る
人
間
が
増
え

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

個
人
の
人
権
は
尊
重
さ
れ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
多
様
で
特

色
あ
る
人
々
の
集
合
体
で
あ
る
社

会
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
人
間
の
尊
厳

は
守
ら
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
い
う
言
葉
を

筆
者
な
り
に
解
釈
し
て
み
る
と
、

事
柄
の
軽
重
を
問
わ
ず
、
一
旦
使

っ
た
言
葉
は
「
覆
水
盆
に
返
ら

ず
」
の
例
え
が
在
る
ほ
ど
厳
し
さ

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
故

に
、
尊
敬
・
責
任
・
自
由
の
建
学

の
精
神
を
自
覚
し
、
個
の
確
立
を

図
り
、
他
者
の
存
在
に
価
値
を
見

出
し
た
い
も
の
で
す
。

理事長・学園長
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開成の杜（2）

古
殿
町
と

  

包
括
連
携
協
定
締
結

第
54
回
学
園
教
育
充
実
研
究
会

　

本
学
園（
関
口
修
理
事
長
）と
古
殿
町

（
岡
部
光
徳
町
長
）は
８
月
27
日
、地
域
発

展
と
人
材
育
成
を
目
指
し
た
包
括
連
携

協
定
を
結
ん
だ
。

　

本
学
と
県
内
の
市
町
村
が
協
定
を
結

ぶ
の
は
本
宮
市
、小
野
町
、葛
尾
村
に
次
い

で
４
例
目
。地
域
創
生
、健
康
栄
養
･
福

祉
増
進
、子
育
て
の
環
境
向
上
、地
域
産

業
の
振
興
、芸
能
文
化
向
上
、人
材
育
成
･

確
保
等
の
各
項
目
で
連
携
す
る
。

　

協
定
締
結
式
は
町
役
場
で
行
わ
れ
、関

口
理
事
長
と
岡
部
光
徳
町
長
が
協
定
書

　

第
54
回
学
園
教
育
充
実
研
究
会（
大

学
･
短
大
･
事
務
局
職
員
の
部
）が
８
月

28
日
、本
学
園
建
学
記
念
講
堂
を
主
会
場

に
開
催
さ
れ
た
。今
年
度
の
テ
ー
マ
は「
こ

れ
か
ら
の
教
職
協
働
を
考
え
る
〜
魅
力

あ
る
学
園
を
目
指
し
て
〜
」と
し
た
。本

年
度
は
、教
職
員
が
協
力
し
て
魅
力
あ
る

学
園
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
し
、Ｆ
Ｄ

部
門
と
Ｓ
Ｄ
部
門
の
協
働
に
よ
る
開
催
と

な
っ
た
。

　

大
会
当
日
、前
半
は
学
園
内
に
お
け
る

教
職
協
働
お
よ
び
地
域
連
携
等
の
事
例

発
表
を
実
施
し
た
。発
表
内
容
は
、附
属

高
等
学
校
長
の
佐
々
木
貞
子
先
生
よ
り

「
附
属
高
等
学
校
の
生
徒
募
集
に
つい
て
」、

管
財
部
地
域
連
携
室
の
阿
部
真
澄
氏
よ

り「
地
域
連
携
と
本
学
の
社
会
還
元
の
現

況
に
つい
て
」、地
域
創
成
学
科
准
教
授
の

小
松
太
志
先
生
よ
り「
大
学
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
と
地
域
連
携
」、事
務
局
次
長
の
関
口

晋
先
生
よ
り「
高
等
教
育
に
お
け
る
学
生

募
集
の
状
況
」に
つい
て
で
あ
っ
た
。４
名
の

方
の
熱
心
な
事
例
発
表
は
、学
園
内
に
お

い
て
関
心
は
あ
る
が
日
頃
な
か
な
か
聞
く

こ
と
の
で
き
な
い
内
容
で
有
意
義
な
も
の

で
あ
っ
た
。

　

後
半
は「
今
よ
り
１
０
０
人
受
験
生
を

増
や
す
た
め
に
何
が
で
き
る
か
、何
を
す
る

べ
き
か
？
」に
つい
て「
教
育
」「
学
生
支
援
」

「
学
生
募
集
」「
施
設
」「
地
域
貢
献
」「
行

事
」の
六
つ
の
領
域
に
分
か
れ
、ワ
ー
ク
シ
ョッ

プ
を
行
い
そ
の
成
果
を
発
表
し
た
。教
職
員

佐々木校長は「附属高等学校
の生徒募集について」

大学ブランディングと
地域連携　小松太志准教授

地域連携と本学の
社会還元現況について
発表する　阿部真澄さん

「高等教育における学生募集
の現況」について発表する

関口次長

が
職
位
･
職
階
を
横
断
し
た
18
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
意
見
交
換
を
行
い
、多
様
な
意

見
に
触
れ
る
こ
と
で
現
状
の
課
題
と
今
後

の
方
策
を
再
発
見
す
る
機
会
と
なっ
た
。

　

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン
の
後
、そ
の

成
果
を
模
造
紙
に
ま
と
め
、発
表
す
る
と

い
う
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョン
を
行
っ
た
。ポ
ス

タ
ー
作
成
に
お
い
て
は
、「
多
様
な
意
見
を

一
つ
の
テ
ー
マ
に
ま
と
め
る
こ
と
に
難
し
さ

を
感
じ
た
」な
ど
の
声
が
聞
か
れ
た
。ポ
ス

タ
ー
作
成
後
、全
グ
ル
ー
プ
が
建
学
記
念

講
堂
展
示
ロ
ビ
ー
に
集
い
、18
グ
ル
ー
プ
の

ポ
ス
タ
ー
が
一
堂
に
揃
い
、各
々
の
意
見
を

披
露
し
合
っ
た
。こ
の
セ
ッ
シ
ョン
に
お
い
て

は
、各
自
２
点
選
ん
で
投
票
す
る
と
い
う

試
み
が
な
さ
れ
た
。会
場
で
は
、熱
心
に
意

見
交
換
を
す
る
様
子
、ど
の
グ
ル
ー
プ
に
投

票
す
る
か
を
真
剣
に
悩
む
教
職
員
の
姿
が

見
ら
れ
た
。

　

閉
会
式
に
お
い
て
は
、投
票
の
結
果
選

出
さ
れ
た
上
位
３
グ
ル
ー
プ
の
表
彰
が
行

に
署
名
し
た
。関
口
理
事
長
は

「
研
究
の
成
果
を
地
域
社
会
に

還
元
す
る
の
が
大
学
の
使
命
、町

と
協
力
し
発
展
に
寄
与
し
た
い
」、

岡
部
町
長
は「
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
解
決
に
取
り
組
む
た
め
、ま

ち
づ
く
り
の
一
助
に
な
っ
て
い
た

だ
き
た
い
」と
述
べ
た
。

　

協
定
式
に
は
影
山
彌
大
学
副

学
長
、斎
藤
美
保
子
短
大
副
学

長
、降
矢
正
一
事
務
局
長
も
出

席
し
た
。

わ
れ
た
。上
位
３
グ
ル
ー
プ
は
、１
位
が「
行

事
」の
Ｑ
グ
ル
ー
プ「
女
子
大
ハ
ン
パ
な
いっ

て
‼　

行
事
の
集
客
率
を
上
げ
て
今
よ

り
１
０
０
人
受
験
生
を
増
す
‼
」、２
位

が「
施
設
」の
Ｋ
グ
ル
ー
プ「
魅
力
あ
る
施

設
づ
く
り　
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
J
u
n
j
i-

y
a 

C
a
f
è　

複
合
型
施
設
の
提
案
」、

３
位
が「
地
域
貢
献
」の
Ｏ
グ
ル
ー
プ「
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
ー
ヒ
ロ
イ
ン
郡
山
女
子
大
学
―

カ
レ
ッ
ジ
･
カ
フ
ェ
で
コ
ー
ヒ
ー
を
―
」で

あ
っ
た
。い
ず
れ
も
、各
領
域
に
お
い
て「
今

よ
り
１
０
０
人
受
験
生
を
増
や
す
た
め
」

の
提
案
が
書
か
れ
た
、魅
力
的
な
ポ
ス

タ
ー
で
あ
っ
た
。

　

最
後
に
上
位
３
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
プ
レ
ゼ

ン
を
行
い
、学
園
長
先
生
か
ら
全
体
の
講

評
を
い
た
だ
き
、本
年
度
の
学
園
教
育
充

実
研
究
会
の
幕
を
閉
じ
た
。教
職
員
が
協

働
し
て
魅
力
あ
る
学
園
を
目
指
し
、課
題

を
見
つ
け
方
策
を
協
議
し
そ
の
成
果
を
発

表
し
た
、実
り
の
あ
る
一
日
と
な
っ
た
。

協定書を交わした関係者

グ
ロ
ー
バ
ル
･
レ
デ
ィ

育
成
研
修
に
参
加
し
て

専
攻
科
文
化
学
専
攻
２
年 

真
船 

文
香

同
窓
会
開
催
の

　
　
　
お
知
ら
せ

　

平
成
30
年
度
そ
れ
ぞ
れ
の
定
期
総
会

が
左
記
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、お

知
ら
せ
し
ま
す
。

〇
大
学
同
窓
会

　

10
月
13
日
㈯ 

10
：
30
〜
14
：
00

　

開
成
い
す
ず
会
館
に
て

〇
短
大
同
窓
会

　

10
月
７
日
㈰ 

10
：
30
〜
14
：
00

　

開
成
い
す
ず
会
館
に
て

〇
附
属
高
校
同
窓
会

　

10
月
６
日
㈯ 

13
：
30
〜 

附
属
高
校
内

〜
魅
力
あ
る
学
園
を
目
指
し
て
〜

こ
れ
か
ら
の
教
職
協
働
を
考
え
る

全体会の様子ハワイ大学マウイコミュニティカレッジにて

　

附
属
高
校
の
平
成
30
年
度「
第
１
回
学

校
見
学
会
」が
、７
月
29
日
に
開
催
さ
れ
、

郡
山
市
内
は
も
と
よ
り
県
内
外
各
中
学

校
か
ら
中
学
生
、教
員
、保
護
者
合
わ
せ

て
約
６
０
０
名
が
本
校
を
訪
れ
た
。

　

全
体
会
は
建
学
記
念
講
堂
大
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、放
送
部
員
の
今
村
友
里
、伊
東
玲

奈
に
よ
る
楽
し
い
司
会
進
行
で
進
め
ら
れ

た
。最
初
に
佐
々
木
貞
子
校
長
よ
り
歓
迎

の
言
葉
が
あ
り
、そ
の
後
、酒
井
和
泉
生

徒
会
長
の
歓
迎
挨
拶
が
あ
り
、引
き
続
い

て
本
校
生
徒
代
表（
普
通
科
･
中
倉
里
桜
、

音
楽
科
･
渡
邉
彩
華
、美
術
科
･
小
林

瑠
菜
、食
物
科
･
阪
谷
う
る
）に
よ
る
動

画
と
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
用
い
て
の
各
学

科
の
説
明
が
、高
校
生
活
の
実
体
験
を
踏

ま
え
、親
し
み
や
す
い
内
容
で
行
わ
れ
た
。

　

休
憩
を
挟
ん
だ
後
は
、ま
ず
初
め
に
高

校
の
全
部
活
動
が
参
加
し
た
紹
介
動
画

を
放
映
し
た
。バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
リ
レ
ー
す

る
形
の
動
画
で
、最
後
に
は
そ
の
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
が
会
場
の
生
徒
会
長
の
も
と
に
渡

り
、そ
の
回
り
に
各
部
の
代
表
が
集
ま
って

中
学
生
に
挨
拶
を
す
る
と
い
う
形
で
終

わ
っ
た
。そ
の
後
は
恒
例
の
部
活
動
の
演

技
･
演
奏
披
露
と
な
り
、合
唱
部
･
新
体

操
部
･
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
が
参
加
し
、幕

を
降
ろ
し
た
。

　

９
月
22
日
に
は
、第
２
回
の
学
校
見
学

会
が
行
わ
れ
、こ
の
日
に
は
午
後
に
各
学

科
･
部
活
動
体
験
も
行
わ
れ
た
。

　

日
本
出
発
直
前
に
、約
30
年
ぶ
り
に
ハ

ワ
イ
に
接
近
し
た
ハ
リ
ケ
ー
ン
の
影
響
で
予

定
便
が
欠
航
、急
遽
別
便
へ
変
更
と
い
う

ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
対
面
か
ら
始

ま
っ
た
研
修
は
、私
の
よ
う
に
自
信
が
持
て

ず
あ
ま
り
英
語
が
話
せ
な
い
人
も
い
て
、

ジェス
チ
ャ
ー
や
辞
書
な
ど
を
使
い
会
話
を

し
よ
う
と
必
死
で
し
た
。そ
ん
な
中
、ハ
ワ

イ
大
学
マ
ウ
イ
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
で
の

語
学
研
修
は
楽
し
み
な
が
ら
英
語
を
学
べ

る
環
境
だ
っ
た
の
で
、私
た
ち
の
苦
手
意
識

を
取
り
除
い
て
く
れ
ま
し
た
。そ
の
お
か

げ
で
積
極
的
に
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
話
し

か
け
る
よ
う
に
な
り
、交
流
が
深
ま
り
ま

し
た
。成
田
空
港
へ
向
か
う
バ
ス
の
中
で
、

添
乗
員
の
三
浦
さ
ん
が
言
って
い
た「
消
極

的
は
ダ
メ
、積
極
的
に
！
」と
言
っ
て
い
た

意
味
が
分
か
り
ま
し
た
。英
語
に
対
す
る

苦
手
意
識
も
か
な
り
な
く
な
り「
英
語
を

自
由
に
話
せ
る
よ
う
に
な
る
」と
い
う
目

標
が
一
つ
増
え
ま
し
た
。

附
属
高
校
　
学
校
見
学
会
開
催



開成の杜（3）

２
０
１
９
年
度
入
学
者
選
抜
日
程

2019年度 入学者選抜日程

10
月
１
日
か
ら

願
書
受
付
開
始

附
属
幼
稚
園

就
職
部
よ
り

　

今
年
も
７
月
の
最
後
の
日
に
附
属
幼
稚

園
を
卒
園
し
た
お
子
さ
ん
達
１
１
２
人
が

集
ま
っ
て
く
れ
た
同
窓
会
。今
年
は
酷
暑

の
中
で
の
開
催
で
し
た
が
、幸
い
当
日
は
晴

れ
た
も
の
の
比
較
的
暑
さ
も
ひ
ど
く
な
く
、

室
内
遊
び
や
外
で
の
サ
ッ
カ
ー
遊
び
や
ロ
ー

プ
ワ
ー
ク
で
の
遊
び
を
楽
し
む
事
が
出
来

ま
し
た
。今
年
は
少
し
趣
向
を
変
え
て
ス

ラ
イ
ム
作
り
や
三
角
ク
ジ
な
ど
も
楽
し
み

ま
し
た
が
、久
し
ぶ
り
に
会
う
友
だ
ち
と

の
会
話
ほ
ど
楽
し
い
も
の
は
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。そ
ん
な
会
話
も
少
し
ず
つ
大

人
び
て
い
く
様
で
、私
た
ち
も
お
子
さ
ん

達
の
成
長
を
楽
し
ま
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

●
募
集
人
員

【
大
学
院
】

　

本
大
学
院
は
、本
大
学
家
政
学
部
人
間

生
活
学
科
及
び
食
物
栄
養
学
科
を
基
礎

に
、人
間
生
活
学
研
究
科
人
間
生
活
学
専

攻
の
修
士
課
程（
２
年
）、さ
ら
に
博
士（
後

期
）課
程（
３
年
）を
設
け
て
い
る
。

〇
人
間
生
活
学
研
究
科

修
士
課
程
10
名（
含
昼
夜
開
講
制
）

博
士（
後
期
）課
程
３
名

【
大
学
】

家
政
学
部
人
間
生
活
学
科
40
名

（
生
活
総
合
コ
ー
ス
10
名
･
建
築
デ
ザ
イ

ン
コ
ー
ス
10
名
･
福
祉
コ
ー
ス
20
名
）

家
政
学
部
食
物
栄
養
学
科
80
名

【
大
学
３
年
次
編
入
】

　

本
大
学
で
は
、両
学
科
と
も
３
年
次
へ

の
編
入
を
認
め
て
い
る
。募
集
人
員
は
両

学
科
と
も
各
10
名
。

　

短
期
大
学
、高
等
専
門
学
校
、専
修
学

校
専
門
課
程
を
卒
業
、修
了
ま
た
は
見
込

み
が
条
件
で
あ
る
が
、同
等
以
上
の
学
力
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
た
者
も
出
願
で
き
る
。

【
短
期
大
学
部
】

健
康
栄
養
学
科 

70
名

幼
児
教
育
学
科

　

幼
児
教
育
コ
ー
ス 

１
２
５
名

　

チ
ャ
イ
ル
ド
･
ミュー
ジ
ッ
ク
コ
ー
ス

 

15
名
程
度

地
域
創
成
学
科 

80
名

久しぶりの再会

【
専
攻
科
文
化
学
専
攻
】

　

短
期
大
学
の
専
門
教
育
の
基
礎
の
上
に
、

よ
り
専
門
的
知
識
を
体
系
的
に
学
ん
で

総
合
的
な
判
断
力
、豊
か
な
人
間
性
を
培

う
。大
学
評
価
･
学
位
授
与
機
構
の
審
査

を
パ
ス
す
る
と「
文
学
士
」の
学
位
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
。

●
選
抜
方
法

推
薦
生（
特
待
生
／
指
定
校
／
公
募
／

専
門
･
総
合
学
科
）

社
会
人
･
特
別（
社
会
人
／
高
等
専
門

／
専
修
学
校
／
高
認
合
格
者
／
外
国
人

留
学
生
／
帰
国
子
女
）

高
大
連
携
生（
本
附
属
高
校
生
）

Ａ
Ｏ
生（
自
己
推
薦
）

一
般
生（
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
併
用
可
）

●
選
抜
日
程（
別
項
参
照
）

●
Ａ
Ｏ
生
選
抜
日
程　

Ⅰ
期
･
Ⅱ
期
募

集
終
了
。Ⅲ

期
は
短
大
の
み
実
施
い
た
し

ま
す
。

　

10
月
１
日
㈪
よ
り
平
成
31
年
度
の
入

園
願
書
受
付
を
開
始
い
た
し
ま
す
。今
年

度
も
２
･
満
３
歳
児
ク
ラ
ス
か
ら
年
長
組

ま
で
募
集
し
て
お
り
ま
す
。お
か
げ
さ
ま

で
２
･
満
３
歳
児
ク
ラ
ス
及
び
年
少
組
に

関
し
ま
し
て
は
、園
児
数
の
関
係
で
年
度

途
中
か
ら
の
入
園
に
つい
て
場
合
に
よ
って

は
お
引
き
受
け
出
来
な
い
場
合
も
ご
ざ
い

ま
す
。ご
希
望
の
方
は
お
早
め
に
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

　

た
く
さ
ん
遊
ん
で
、た
く
さ
ん
考
え
る
。

幼
児
期
に
必
要
な
創
造
的
な
思
考
力
を

育
て
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

選抜方法 出願期間 選抜日 合否通知発送日 入学手続き締切日

大
　
　
　
学

短 

期 

大 

学 

部

附
属
幼
稚
園
同
窓
会
が

開
か
れ
ま
し
た

　

今
年
も
売
り
手
市
場
や
労
働
力
不
足

を
背
景
に
、求
人
件
数
も
多
く
学
生
に
と

っ
て
は
好
環
境
で
あ
る
が
、就
職
を
取
り

巻
く
環
境
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い

る
。今
年
の
就
職
内
定
状
況
も
良
好
で
、

９
月
以
降
は
就
職
未
内
定
者
の
対
策
を

実
施
し
て
、卒
業
時
に
は
全
員
就
職
を
目

指
し
て
い
る
。　

　

昨
年
度
か
ら
単
位
化
し
た
キ
ャ
リ
ア
デ

ザ
イ
ン
Ⅱ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
も
、９
月
４

日
に
報
告
会
を
終
え
た
。８
月
上
旬
〜
下

旬
の
５
日
間
、各
自
目
的
を
持
ち
、猛
暑
の

中
就
業
体
験
を
行
な
っ
た
。社
会
人
と
し

て
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
や
マ
ナ
ー
の
大
切
さ

を
肌
で
感
じ
、相
手
の
立
場
に
立
って
考
え

る
力
、自
分
の
意
思
を
伝
え
る
等
、自
分
に

不
足
し
て
い
る
も
の
を
認
識
し
た
大
学 

２

年
生
、短
大
１
年
生
の
成
長
が
み
ら
れ
た

瞬
間
で
あ
る
。受
け
入
れ
た
各
企
業
の

方
々
も
学
生
の
た
め
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
、

行
き
届
い
た
配
慮
に
は
大
変
感
銘
を
受

け
た
。ま
た
、短
大
卒
で
管
理
栄
養
士
を

取
得
し
、マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
活
躍
し
て

い
る
卒
業
生
が
後
輩
の
指
導
に
あ
た
り
、

充
実
し
た
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
語
る
姿
は
、と

て
も
清
々
し
く
頼
も
し
く
感
じ
ら
れ
る
場

面
も
あ
っ
た
。

　

９
月
３
日
に
、経
団
連
会
長
が
就
活
ル

ー
ル
廃
止
に
言
及
し
、現
在
の
採
用
指
針

は
現
在
の
大
学
３
年
生
ま
で
該
当
す
る
が
、

２
０
２
０
年
就
職
活
動
を
行
う
現
在
の
大

学
２
年
生
か
ら
は
、こ
れ
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
が
早
ま
る
可
能
性
が
あ
り
、新
し
い
ル

ー
ル
が
今
秋
に
公
表
さ
れ
る
。就
職
部
で

は
、就
職
活
動
支
援
の
た
め
に
９
月
と
２

月
に
は
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施

す
る
。こ
の
機
会
を
活
用
し
て
、自
分
の
キ

ャ
リ
ア
の
軸
を
見
つ
け
て
、こ
れ
か
ら
の
変

化
の
激
し
い（
Ａ
Ｉ
技
術
の
発
達
･
人
口

減
少
･
少
子
高
齢
化
･
グ
ロ
ー
バ
ル
化

等
）、予
測
で
き
な
い
社
会
に
自
ら
学
び
変

化
し
続
け
る
力
を
身
に
付
け
、ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
の
変
化
に
合
わ
せ
た
働
き
方
や
自

ら
選
択
で
き
る
力
を
養
って
ほ
し
い
。

■2019年度入学者選考に関する日程一覧

入学者選考に関する日程2019年度

出願
期間

選考日

合格
発表日

入
学
手
続
期
間

【附属高等学校】普通科…90名／音楽科…15名／美術科…20名／食物科…35名

特　待　生 一　般　生
専　願 併　願

推　薦　生

附 属 高 等 学 校

2019年1月8日㈫　9：00～16：00
　　　　１月9日㈬　9：00～12：00　【郵送の場合、1月9日㈬必着】

2019年１月23日㈬ 2019年1月24日㈭

2019年1月29日㈫　12:00

2019年1月30日㈬～2月4日㈪

2019年1月30日㈬
 ～2月 4日㈪

2019年１月23日㈬
　　　　1月 24日㈭
※部活動特待生は23日のみ

【第１次】2019年1月30日㈬
 ～2月 ４日㈪
【第２次】2019年1月30日㈬
 ～3月 15日㈮

【第１次】2019年1月30日㈬
 ～2月 4日㈪
【第２次】2019年1月30日㈬
 ～3月 15日㈮

11月 3 日㈯
11月 3 日㈯
12月 8 日㈯
11月 3 日㈯
12月 8 日㈯
11月 3 日㈯
11月 2 日㈮
11月 3 日㈯
12月 8 日㈯
 2 月 2 日㈯
 2 月22日㈮
 3 月16日㈯
11月 3 日㈯
11月 3 日㈯
12月 8 日㈯
11月 3 日㈯
12月 8 日㈯
11月 3 日㈯
11月 2 日㈮
11月 3 日㈯
12月 8 日㈯
 2 月 2 日㈯
 2 月22日㈮

10月12日㈮～10月23日㈫
10月12日㈮～10月23日㈫
11月16日㈮～11月27日㈫
10月12日㈮～10月23日㈫
11月16日㈮～11月27日㈫
10月12日㈮～10月23日㈫
10月12日㈮～10月23日㈫
10月12日㈮～10月23日㈫
11月16日㈮～11月27日㈫
 1 月11日㈮～ 1 月22日㈫
 2 月 1 日㈮～ 2 月12日㈫
 2 月22日㈮～ 3 月10日㈰
10月12日㈮～10月23日㈫
10月12日㈮～10月23日㈫
11月16日㈮～11月27日㈫
10月12日㈮～10月23日㈫
11月16日㈮～11月27日㈫
10月12日㈮～10月23日㈫
10月12日㈮～10月23日㈫
10月12日㈮～10月23日㈫
11月16日㈮～11月27日㈫
 1 月11日㈮～ 1 月22日㈫
 2 月 1 日㈮～ 2 月12日㈫

専願
専願
専願
専願
専願
専願
専願
専願
専願
併願可
併願可
併願可
専願
専願
専願
専願
専願
専願
専願
専願
専願
併願可
併願可

Ⅰ期
Ⅱ期
Ⅰ期
Ⅱ期

Ⅰ期
Ⅱ期
Ⅰ期
Ⅱ期
Ⅲ期

Ⅰ期
Ⅱ期
Ⅰ期
Ⅱ期

Ⅰ期
Ⅱ期
Ⅰ期
Ⅱ期

指定校推薦生

公募推薦生

社会人・特別

一般生
大学入試センター試験
結果利用含む

特待生
高大連携生

専門学科・
総合学科推薦生

指定校推薦生

公募推薦生

社会人・特別

一般生
大学入試センター試験
結果利用含む

特待生
高大連携生

専門学科・
総合学科推薦生

11月13日㈫
11月13日㈫
12月18日㈫
11月13日㈫
12月18日㈫
11月13日㈫
11月13日㈫
11月13日㈫
12月18日㈫
 2 月13日㈬
 3 月 5 日㈫
 3 月22日㈮
11月13日㈫
11月13日㈫
12月18日㈫
11月13日㈫
12月18日㈫
11月13日㈫
11月13日㈫
11月13日㈫
12月18日㈫
 2 月13日㈬
 3 月 5 日㈫

11月27日㈫
11月27日㈫
 1 月 4 日㈮
11月27日㈫
 1 月 4 日㈮
11月27日㈫
11月27日㈫
11月27日㈫
 1 月 4 日㈮

 3 月15日㈮
 3 月27日㈬
11月27日㈫
11月27日㈫
 1 月 4 日㈮
11月27日㈫
 1 月 4 日㈮
11月27日㈫
11月27日㈫
11月27日㈫
 1 月 4 日㈮

 3 月15日㈮

併願推薦生

専願推薦生
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　進学を希望する高校生と保護者、高校教員を対象とする平成30年度オープンキャンパスが６月17日、
７月８日、８月５日、９月２日に開催された。10月６日・７日にもミニオープンキャンパスが予定されている。
　模擬授業に出席し、施設を見学して志望学科の先生方や在学生のメープルレディと語り合ったりできる
唯一の機会。東北各県や新潟、富山などからも参加した。各科が実施した模様を紹介する。

平成30年度 オープンキャンパス

●
大
学
／
人
間
生
活
学
科

生
活
総
合
コ
ー
ス
：
天
然
染
料
で
絹
布
を

絞
り
染
め
体
験
、界
面
活
性
剤
の
不
思
議

体
験

福
祉
コ
ー
ス
：
広
く
福
祉
を
支
え
る
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
つい
て

建
築
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
：
空
間
を
デ
ザ
イ

ン
し
て
み
ま
せ
ん
か
、建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
体
験

●
大
学
／
食
物
栄
養
学
科

「
給
食
施
設
で
使
用
さ
れ
て
い
る
調
理
機

器
に
つい
て
」

　

給
食
施
設
で
は
、多
数
の
利
用
者
の
食

事
を
、決
め
ら
れ
た
時
間
ま
で
に
、衛
生
的

に
調
理
し
て
い
る
。そ
の
た
め
に
、様
々
な
調

理
機
器
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。今
回
は
、給

食
施
設
で
使
用
さ
れ
て
い
る
調
理
機
器
を

紹
介
し
た
。

●
短
大
／
健
康
栄
養
学
科

「
寒
天
を
使
って
ヘル
シ
ー
デ
ザ
ー
ト
を
作
ろ
う
」

　

高
校
生
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
、全
国
高
校
総

体（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）「
２
０
１
８
彩
る
感
動

東
海
総
体
」が「
翔
べ
誰
よ
り
も
高
く
東
海

の
空
へ
」を
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、東
海
地
方

４
県（
三
重
、岐
阜
、静
岡
、愛
知
）と
和
歌

山
県
を
舞
台
に
熱
き
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら

れ
た
。本
校
か
ら
新
体
操
部
８
年
連
続
17

回
目
、ハン
ド
ボ
ー
ル
部
が
４
年
連
続
出
場

し
た
。

◆
新
体
操
部

▽
女
子
団
体　

42
位　
９
･
０
５
０
点

監
督
＝
平
間
法
子

選
手
＝
金
澤
萌
桃　

中
倉
桜
都　

矢
代

優
月　
二
瓶
萌
椰　

五
十
嵐
由

◆
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

　

２
年
連
続
優
勝
し
た
佼
成
学
園
女
子

（
東
京
）に
惜
敗
し
た
。

▽
２
回
戦　

郡
山
女
子
大
附
属
19
―
26
佼
成
学
園
女
子

監
督
＝
冨
本
栄
次　
コ
ー
チ
＝
水
沢
成

宏　
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
＝
萩
谷
帆
乃
香

選
手
＝
江
井
利
奈　

後
藤
綾
香　

塩
沢

珠
里　

吉
成
萌　

今
泉
咲
樹　

佐
藤
千

夏　

阿
久
津
乃
愛　

田
母
神
怜
奈　

中

畑
心
里　

上
野
沙
耶　

鹿
子
田
楓
花　

西
牧
彩
奈　

岩
谷
香
澄

　
３
月
に
地
元
福
島
県
で
開
催
さ
れ
た
全

国
高
等
学
校
選
抜
大
会
の
出
場
を
経
験

し
、同
メ
ン
バ
ー
で
今
回
の
全
国
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
に
出
場
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。４
月
に
入

部
し
た
２
名
の
心
強
い
サ
ポ
ー
ト
役
を
加

え
、部
員
７
名
で
今
年
度
の
団
体
演
技
新

作
を
確
実
な
も
の
に
仕
上
げ
る
た
め
に
、

ノ
ー
ミ
ス
を「
目
指
し
て
！
目
指
し
て
！
ひ

た
す
ら
目
指
し
て
！
」猛
練
習
を
重
ね
、５

月
の
県
高
校
大
会
で
は
８
年
連
続
17
度
目

の
団
体
優
勝
を
成
し
遂
げ
、先
輩
た
ち
が

築
い
て
き
た
連
続
優
勝
の
感
激
を
胸
に
、〜

翔
べ　

誰
よ
り
も
高
く　

東
海
の
空
へ
〜

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
開
催
さ
れ
た
静
岡
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
本
番
で
は
、憧
れ
の
高
校
新
体

操
日
本
一
を
決
め
る
全
国
の
舞
台
に
立
つ

こ
と
が
で
き
る
喜
び
を
心
か
ら
噛
み
し
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。メ
ン
バ
ー
の
団
結
力
が

こ
れ
ま
で
以
上
に
深
ま
り
、
一
人
ひ
と
り

が
練
習
で
積
み
上
げ
て
き
た
高
度
な
連
係

技
や
呼
吸
を
合
わ
せ
て
の
同
時
性
を
発
揮

し
、芸
術
性
の
高
い
優
雅
で
し
な
や
か
な
連

続
性
の
あ
る
動
き
を
最
大
限
に
表
現
し
て
、

堂
々
と
演
技
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

壮
行
会
や
演
技
会
そ
し
て
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
旗
な
ど
、皆
さ
ま
の
ご
声
援
に
心
か

ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、「
明
る
い
バ
ン
ド
、強
い
バ
ン
ド
、

人
間
性
あ
ふ
れ
る
バ
ン
ド
」を
モッ
ト
ー
に
、

日
頃
か
ら
全
て
の
こ
と
、支
え
て
下
さ
る
方

に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
、日
々
の
練
習
に

励
ん
で
い
ま
す
。今
年
度
は
、地
域
の
催
事

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
が
多
く
、貴

重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、私
た
ち

自
身
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま

た
大
会
で
は『
O
D
Y
S
S
E
Y
〜

T
h
e 

B
O
N
D
：
L
e
t
s̀  

g
e
t

（
r
e
）ーs
t
a
r
t
e
d
〜
』を
テ
ー

マ
に
、大
会
に
臨
み
ま
す
。生
活
し
て
い
く

中
で
も
、絆
が
あ
る
か
ら
こ
そ
乗
り
越
え

ら
れ
る
壁
が
あ
り
、絆
が
あ
る
か
ら
こ
そ

挑
戦
し
、新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が

で
き
る
と
思
って
い
ま
す
。こ
の
テ
ー
マ
を
表

現
で
き
る
よ
う
に
、私
た
ち
ら
し
い
演
奏
演

技
を
し
、応
援
し
て
下
さ
る
地
域
の
方
、保

護
者
、卒
業
生
、学
園
関
係
者
に
恩
返
し

が
で
き
る
よ
う
に
、精
一
杯
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

寒
天
ス
イ
ー
ツ
は
、食
物
繊
維
や
ミ
ネ
ラ

ル
が
豊
富
で
、ヘル
シ
ー
な
デ
ザ
ー
ト
。今
回

は「
フ
ル
ー
ツ
ボ
ン
ボ
ン
」ゼ
リ
ー
を
楽
し
く

作
っ
た
。ま
た
、ゲ
ル
化
剤
の
種
類
に
合
っ
た

レ
シ
ピ
を
紹
介
し
た
。

●
短
大
／
幼
児
教
育
学
科

幼
児
教
育
コ
ー
ス
：
全
て
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
日
程
で
共
通
の
体
験
授
業
を
実
施
。

歌
･
リ
ズ
ム
あ
そ
び
、造
形
あ
そ
び
、子
ど
も

の
こ
こ
ろ
、
自
然
あ
そ
び
･
子
ど
も
の
発
達

チ
ャ
イ
ル
ド
･
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
コ
ー
ス
：
音

楽
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
や
技
術
を

学
び
、よ
り
豊
か
な
音
楽
表
現
力
を
養
い
、

音
楽
の
美
し
さ
や
楽
し
さ
を
伝
え
る
こ
と

が
で
き
る
保
育
者
を
目
指
す
。

●
短
大
／
地
域
創
成
学
科

　

地
域
の
ニ
ー
ズ
を
と
ら
え
て
学
科
･
専

攻
を
再
編
。想
像
力
や
表
現
力
、コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョン
能
力
を
伸
ば
し
、地
域
の
発
展

に
取
組
む
力
を
身
に
つ
け
る
。

　

印
刷
表
現
に
よ
る
視
覚
伝
達
。世
の
中

に
は
印
刷
さ
れ
た
物
が
溢
れ
て
い
る
。書
籍

や
ポ
ス
タ
ー
、様
々
な
パッ
ケ
ー
ジ
に
も
印
刷

さ
れ
て
い
る
。そ
ん
な
印
刷
の
原
点
は
何
だ

っ
た
の
か
、ど
う
発
展
し
た
か
を
学
ん
だ
。

地域のニーズをとらえて学科･専攻を再編
チャイルドミュージックコース

2019年度新設

様々な調理機器について学んだ 車イスを体験ヘルシーデザート作りを体験

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
部

『
感
謝
』の
気
持
ち
を
込
め
て

新
体
操
部

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

　

私
た
ち
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
は
７
月
26
日

か
ら
三
重
県
四
日
市
市
に
お
い
て
行
わ
れ

た
第
69
回
全
日
本
高
等
学
校
ハン
ド
ボ
ー

ル
選
手
権
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。初
戦

の
相
手
は
、東
京
都
代
表
の
佼
成
学
園
女

子
高
等
学
校
と
の
対
戦
に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
度
の
優
勝
校
、そ
し
て
今
大
会
で
も

優
勝
し
た
強
豪
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、私

た
ち
は
決
し
て
諦
め
る
こ
と
な
く
全
員
が

一
丸
と
な
り
戦
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

７
点
差
で
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、最

後
ま
で
諦
め
ず
に
笑
顔
で
戦
う
こ
と
が
で

き
、こ
れ
ま
で
で
最
高
の
試
合
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。こ
の
貴
重
な
経
験
を

活
か
し
、来
年
は
全
国
ベ
ス
ト
８
以
上
を

達
成
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

「明るいバンド、強いバンド、人間味あふれるバンド」

強豪に善戦　ハンドボール部

私たちの学園 郡山女子大学大学院 郡山女子大学 郡山女子大学短期大学部

特集特集

新
体
操
部
･
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

全
国
大
会
に
揃
っ
て
出
場

「完璧な技」を目標に演技した新体操部



開成の杜（5）

■ 

第
24
回
県
ジ
ュ
ニ
ア
ピ
ア
ノ

■  

コ
ン
ク
ー
ル
上
級
部
門
第
３
位

　

南
相
馬
市
で
８
月
26
日
に
開
か
れ
、附

属
高
校
音
楽
科
２
年
、大
竹
玖
美
さ
ん
が

３
位
に
入
賞
し
た
。

■ 

Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ 

Ｌ
Ｕ
Ｋ
Ｅ
外
観
デ
ザ
イ
ン

■  

＆
新
ロ
ゴ
マ
ー
ク
決
ま
る

■  

實
吉
さ
ん
が
グ
ラ
ン
プ
リ

　

ゼ
ビ
オ
グ
ル
ー
プ
国
土
観
光（
大
滝
秀

雄
社
長
）が
猪
苗
代
で
営
業
す
る「
Ｃ
Ａ

Ｆ
Ｅ 

Ｌ
Ｕ
Ｋ
Ｅ
」（
カ
フェ
･
ル
ー
ク
）の
外

観
や
ロ
ゴ
を
募
集
し
た「
外
観
デ
ザ
イ
ン

＆
新
ロ
ゴマ
ー
ク
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョン
」の
ロ
ゴ

部
門
で
、實
吉
愛
湖
さ
ん（
短
大
･
生
芸

２
年
）の
作
品
が
最
高
賞
の
グ
ラ
ン
プ
リ
に

輝
い
た
。誘
客
の
強
化
を
図
る
た
め
に
作

品
を
募
集
し
た
も
の
で
、19
点
の
応
募
が

あ
り
、関
係
者
の
審
査
で
選
ば
れ
た
。「
Ｃ

Ａ
Ｆ
Ｅ 

Ｌ
Ｕ
Ｋ
Ｅ
」で
は
、グ
ラ
ン
プ
リ
作

品
の
デ
ザ
イ
ン
を
基
に
改
修
を
行
っ
た
。

▽
新
ロ
ゴマ
ー
ク　

入
選

　

佐
藤
唯
花（
短
大
･
生
芸
２
年
）

　

大
和
田
実
来（
短
大
･
生
芸
２
年
）

■ 
西
日
本
豪
雨
義
捐
金
を
届
け
る

　
８
月
７
日
、郡
山
女
子
大
学
学
友
会
の

阿
部
優
子
会
長（
食
物
３
年
）と
、短
期

大
学
部
学
友
会
の
高
野
尾
嶺
会
計（
健

康
栄
養
２
年
）が
12
万
円
、附
属
高
校
生

徒
会
の
酒
井
和
泉
会
長
が
３
０
，８
１
４

円
を「
被
災
者
支
援
に
役
立
て
て
ほ
し

い
」と
福
島
民
報
社
郡
山
本
社
に
届
け
た
。

学
内
に

募
金
箱

を
置
き
、

学
生
･

生
徒
･

教
職
員

か
ら
浄

財
が
寄

せ
ら
れ

た
。

■ 

田
村
市
観
光
ク
ル
ー
に

■  

吉
田
華
澄
さ
ん

　

吉
田
華
澄
さ
ん（
短
大
･
幼
教
１
年
）

が
、田
村
市
観
光
ク
ル
ー
に
選
ば
れ
た
。吉

田
さ
ん
は
２
年
間
、田
村
市
内
外
の
イ
ベン

ト
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
し
、田
村
市
の

観
光
資
源

や
特
産
物

を
広
く
Ｐ

Ｒ
す
る
。

■ 

部
活
を
応
援
！

■  

Ｊ
Ａ
福
島
さ
く
ら
女
性
部

　

本
学
園
と
包
括
連
携
協
定
を
結
ん
で

い
る
Ｊ
Ａ
福
島
さ
く
ら
の
宗
形
義
久
郡

山
地
区
本
部
長
や
女
性
部
の
薄
井
洋
子

さ
ん
ら
７
人
が
、附
属
高
校
の
部
活
動
を

応
援
し
よ
う
と
６
月
21
日
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
や
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
部
な
ど
の
生
徒
約

２
５
０
人
に
郡
山
産「
あ
さ
か
舞
」を
使

用
し
た
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
や
ス
イ
カ
な
ど
を

振
舞
っ
た
。生
徒
は「
美
味
し
い
」と
笑
顔

で
完
食
し
た
。

■ 

短
大
･
地
域
創
成
学
科

■  

デ
ッ
サ
ン
講
習
会
を
開
催

　

高
校
生
を
対
象
と
し
た
、デ
ッ
サ
ン
講

習
会
が
７
月
20
日
か
ら
３
日
間
、芸
術
館

絵
画
Ⅰ
室
で
50
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ

た
。講
習
内
容
は
鉛
筆
デ
ッ
サ
ン「
静
物
」

で
、こ
の
講
習
会
で
制
作
し
た
作
品
は
、平

成
31
年
度
郡
山
女
子
大
学
短
期
大
学
部

地
域
創
成
学
科
入
学
者
選
抜
試
験
の

「
基
礎
能
力
調
査（
推
薦
生
、社
会
人
･

特
別
生
）」に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
と

あ
っ
て
、参
加
者
は
熱
心
に
講
習
を
受
け

て
い
た
。

■  
卓
球
部

▽
東
北
大
会
出
場

　

国
分
陽
奈　

高
橋
海
里　

伊
藤
笑

■  

第
73
回
国
民
体
育
大
会

　

福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体
が
９
月
29

日
〜
10
月
９
日
ま
で
開
か
れ
る
。

　

附
属
高
校
新
体
操
部
を
中
心
と
し
た

福
島
県
選
抜
チ
ー
ム
が
出
場
し
、左
記
の
成

績
を
お
さ
め
、福
井
国
体
出
場
が
決
ま
っ
た
。

▽
新
体
操
少
年
女
子
の
部　

　

団
体
３
位　

福
島
県
チ
ー
ム

▽
個
人

　
フ
ー
プ　

３
位　
二
瓶
萌
椰

　
ク
ラ
ブ　
３
位　

金
澤
萌
桃

　

リ
ボ
ン　
４
位　

中
倉
桜
都

■ 

東
北
総
体
ボ
ウ
リ
ン
グ

▽
成
年
女
子　

個
人

　
３
位　

大
河
内
未
来（
大
食
･
４
年
）

▽
成
年
女
子　

団
体

   〈
２
人
〉２
位　

福
島
Ａ

　

朝
倉
美
季
･
大
河
内
未
来

   〈
４
人
〉１
位

■ 

新
人
戦　
県
南
地
区
大
会

▽
陸
上
競
技
部

　

円
盤
投
げ 

２
位 

堀
田
美
紅

 

７
位 

星　
　

凛

　
や
り
投
げ 

６
位 

今
井
千
愛

 

 

堀
田
美
紅

　

砲
丸
投
げ 

５
位 

今
井
千
愛

 

 

有
賀
未
桜

　
ハンマ
ー
投
げ 

６
位 

今
井
千
愛

　
２
０
０ｍ 

６
位 

片
寄
紗
紀

　
４
×
１
０
０ｍ 

８
位

※
以
上
県
大
会
出
場

▽
テ
ニス
部

　

団
体　
３
位

　

個
人　

安
部
里
奈

※
県
大
会
出
場

■  

県
総
体
剣
道
県
南
大
会

▽
女
子
団
体  

優
勝  

郡
山
女
子
大
附
属

▽
個
人 

２
位　

佐
々
木
由
翔

 

７
位　

小
林
恭
子

■ 

第
72
回
福
島
県
総
合
美
術
展

【
洋
画
の
部
】

▽
入
選

　

國
安  

碧（
短
大
･
地
域
創
成
１
年
）

　

栁
沼
詩
織（
短
大
･
地
域
創
成
１
年
）

　

實
吉
愛
湖（
短
大
･
生
芸
２
年
）

【
日
本
画
の
部
】

▽
佳
作
賞

　

高
椋
舞
花（
短
大
･
地
域
創
成
１
年
）

【
彫
刻
･
工
芸
の
部
】

▽
県
美
術
奨
励
賞
･
福
島
放
送
社
長
賞

　

須
賀
愛
良（
平
成
29
年
卒
）

■ 

第
64
回
県
水
彩
展

▽
風
土
舎
賞

　

永
山
美
智
佳（
短
大
･
地
域
創
成
１

年
）

■ 

第
72
回
県
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

▽
高
校
部
門　

銀
賞

■ 

第
44
回
校
内
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

■  

３
年
１
組
が
学
校
長
賞

　

附
属
高
校
の
校
内
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
は
、

６
月
27
日
、建
学
記
念
講
堂
で
11
ク
ラ
ス
、

約
４
０
０
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、課
題

曲
の
校
歌
と
自
由
曲
を
披
露
し
た
。生

徒
た
ち
は
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
響
か
せ
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
た
。成
績

は
次
の
通
り
。

▽
学
校
長
賞 
３
年
１
組

▽
金
賞 

３
年
食
物

▽
優
良
賞 

１
年
２
組
･

 

２
年
３
組
･
３
年
２
組

■ 

生
徒
が
成
果
を
披
露

　

附
属
高
校
音
楽
科
･
合
唱
部
の
第
47

回
定
期
演
奏
会
が
７
月
14
日
、建
学
記
念

講
堂
で
開
か
れ
、生
徒
た
ち
が
練
習
の
成

果
を
発
表
し
た
。附
属
高
校
の
音
楽
科
と

合
唱
部
の
生
徒
や
Ｏ
Ｇ
な
ど
が
出
演
。合

唱
部
は「
麦
わ
ら
帽
子
」、「
やって
み
よ
う
」

な
ど
を
歌
い
上
げ
た
。音
楽
科
は
選
抜
さ

れ
た
生
徒
が
ピ
ア
ノ
独
奏
、ソ
プ
ラ
ノ
の
独

唱
、オ
ー
ボ
エ
独
奏
な
ど
を
披
露
し
た
。

　

開
成
学
園
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
、ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェン
の「
交
響
曲
第
５
番【
運
命
】」を
演

奏
し
た
。

■ 

屋
上
菜
園　
復
活

　

梅
雨
の
合
間
に
青
空
が
の
ぞ
い
た
６
月
22

日
、原
発
事
故
以
後
、除
染
の
た
め
休
園
し

て
い
た
屋
上
菜
園
が
復
活
し
た
。

　

屋
上
菜
園
は
２
０
０
６
年
４
月
、学
園
創

立
60
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
屋
上

を
活
用
し
開
園
。こ
れ
ま
で
野
菜
な
ど
を
栽

培
、調
理
実
習
な
ど
で
活
用
し
て
き
た
ほ
か
、

サ
ツ
マ
イ
モ
の
葉
を
利
用
し
、夏
場
の
教
室
の

温
度
低
下
な
ど
を
進
め
て
き
た
。

　

復
活
し
た
屋
上
菜
園
は
２
ヶ
所
で
１
５
０

平
方
メ
ー
ト
ル
。22
日
に
は
短
期
大
学
部
幼

児
教
育
学
科
２
年
の
30
人
が
、学
園
と
包
括

連
携
協
定
を
結
ぶ
Ｊ
Ａ
福
島
さ
く
ら
の
協

力
で
ナ
ス
、ピ
ー
マ
ン
や
カ
ボ
チ
ャ
な
ど
約
10

種
類
の
苗
を
丁
寧
に
植
え
た
。収
穫
さ
れ
た

食
材
は
９
月
学
校
直
営
と
な
る
学
生
食
堂

で
利
用
す
る
方
針
で
学
生
た
ち
は
楽
し
み

に
し
て
い
た
。

　　

郡
山
女
子
大
学
な
ど
を
運
営
す
る
郡

山
開
成
学
園
を
創
設
し
、県
内
で
女
性
の

高
等
教
育
の
先
駆
者
と
い
わ
れ
た
故
関
口

富
左
さ
ん
。関
口
さ
ん
は
同
大
屋
上
菜
園

の
設
置
に「
自
然
を
凝
視（
み
つ
め
）て
新

た
な
学
を
」と
の
方
針
を
掲
げ
た
。▼
食

育
実
践
の
場
と
し
て
校
舎
屋
上
を
活
用

し
、２
０
０
６
年
に
開
園
し
た
屋
上
菜
園
。

育
て
た
野
菜
を
調
理
実
習
に
使
う
と
と

も
に
、生
ご
み
を
堆
肥
と
し
て
有
効
活
用

し
た
。屋
上
緑
化
は
夏
の
教
室
の
暑
さ
対

策
に
も
つ
な
が
る
な
ど
環
境
教
育
の
シ
ン

ボ
ル
的
存
在
だ
っ
た
。▼
し
か
し
、東
京
電

力
福
島
第
一
原
発
事
故
に
伴
う
除
染
の

　
７
月
１
日
付
に
故
関
口
富
左
名
誉
学
長

の
功
績
が
掲
載
さ
れ
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

た
め
11
年
に
菜
園
の
土
は
全
て
取
り
除
か

れ
、栽
培
は
休
止
に
追
い
込
ま
れ
た
。13

年
に
99
歳
で
生
涯
を
閉
じ
た
関
口
さ
ん
。

休
止
は
さ
ぞ
か
し
悔
し
か
っ
た
だ
ろ
う
。

▼
菜
園
は
６
月
、新
た
な
土
が
入
れ
ら
れ

８
年
ぶ
り
の
栽
培
が
再
開
し
た
。野
菜
の

一
部
は
、９
月
か
ら
学
園
直
営
と
な
る
学

生
食
堂
で
食
材
と
し
て
生
か
さ
れ
る
。食

堂
の
利
用
は
学
生
と
教
職
員
に
限
ら
れ

て
い
る
が
、運
営
が
軌
道
に
乗
れ
ば
一
般

開
放
も
検
討
す
る
と
い
う
。▼
原
発
事
故

の
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
た
地
域
で
は

稲
作
や
畑
作
の
再
開
が
加
速
し
て
い
る
。

ま
ず
は
、そ
の
食
物
を
地
域
で
ど
う
生
か

す
か
考
え
た
い
。地
元
で
消
費
を
拡
大
す

る
こ
と
が
県
産
農
産
物
の
安
全
性
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
は
ず
だ
。

※
福
島
民
友
新
聞
社
の
承
諾
を
得
て
掲

載
し
ま
し
た
。

8年ぶりに復活した屋上菜園

メンバーと話しながら
カレーを味わう生徒

田村市観光クルー
吉田華澄さん

義捐金を届けた皆さん

福
島
民
友
新
聞
の

一
面
「
編
集
日
記
」



開成の杜（6）

学
校

法
人

郡
山
開
成
学
園

平
成
29
年
度
　
事
業
報
告

一
、法
人
の
概
要

⑴
建
学
の
精
神

　

本
学
園
は
、建
学
の
精
神「
尊
敬
」「
責

任
」「
自
由
」を
教
育
目
標
と
し
て
い
る
。

　

そ
れ
は
、お
互
い
の
個
性
を
尊
重
し
、敬

愛
で
き
る
豊
か
な
人
柄
を
創
り
他
者
に
お

い
て
そ
れ
を
認
め
る
こ
と
、そ
し
て
、人
間
と

し
て
存
在
す
る
た
め
に
は
、責
任
あ
る
行
動

で
社
会
へ
の
自
覚
を
持
つ
こ
と
。つ
ま
り
、個

性
を
重
視
し
、互
い
に
理
解
す
る「
個
の
確

立
」と「
他
と
の
協
調
」を
も
っ
て
、自
主
･

自
立
で
き
る
女
性
と
し
て
の
人
間
育
成
を

図
る
の
が
目
的
で
あ
る
。

⑵
学
校
法
人
の
沿
革

○
法
人
名　

学
校
法
人
郡
山
開
成
学
園

（
創
立
昭
和
22
年
4
月
22
日
）

○
所
在
地　

福
島
県
郡
山
市
開
成
三
丁

目
25
番
2
号　

○
代
表
者　

理
事
長　

関
口  

修

○
設
置
学
校
名

郡
山
女
子
大
学
大
学
院

開
設
：
修
士
課
程
平
成
4
年
4
月

　
　
　

博
士
課
程
平
成
8
年
4
月

郡
山
女
子
大
学

開
設
：
昭
和
41
年
4
月

郡
山
女
子
大
学
短
期
大
学
部

開
設
：
昭
和
25
年
4
月

郡
山
女
子
大
学
附
属
高
等
学
校

開
設
：
昭
和
32
年
4
月

郡
山
女
子
大
学
附
属
幼
稚
園

開
設
：
昭
和
30
年
4
月

○
学
校
長
名

郡
山
女
子
大
学

学
長　

関
口　

修

郡
山
女
子
大
学
短
期
大
学
部

学
長　

関
口　

修

郡
山
女
子
大
学
附
属
高
等
学
校

校
長　

佐
々
木　

貞
子

郡
山
女
子
大
学
附
属
幼
稚
園

園
長　

賀
門　

康
博

⑶
学
校
・
学
部
・
学
科
等
の
入
学
定
員
、学

生
数
の
状
況（
平
成
29
年
5
月
1
日
現
在
）

学
生
数
の
状
況

在
籍
総
数 

1
、3
1
4
名

前
年
度
比
73
名
増

学
則
等
収
容
定
員 

2
、5
0
9
名

○
在
籍
数
一
覧　

表
①
参
照

⑷
役
員
・
教
職
員

　

理
事
10
人
・
監
事
２
人
・
評
議
員
21
人

理
事
会
5
回
開
催
、評
議
員
会
2
回
開
催
、

監
事
監
査
１
回
実
施
、会
計
士
監
査
8
回

⑸
教
職
員　

表
②
参
照

二
、事
業
の
概
要（
当
該
年
度
）

　

本
学
の
建
学
の
精
神
で
あ
る「
尊
敬
・

責
任
・
自
由
」と
学
園
の
基
本
方
針
で
あ

る「
品
位
高
尚
」「
秩
序
倹
約
」「
創
造
自

立
」を
も
と
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
学
科
、部
署
に

お
い
て
計
画
し
た
教
育
･
運
営
に
関
す
る

事
項
を
実
施
し
た
。

※
教
育
等
実
施
内
容

　

各
部
署
毎
に
年
度
当
初
に
立
て
た
計
画

に
基
づ
き
、計
画（
Ｐ
ｌａｎ
）、実
施（
Ｄｏ
）、

評
価（
Ｃ
ｈｅｃ
ｋ
）、改
善（
Ａｃ
ｔ
）の
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
従
い
、教
育
活
動
並
び
に

事
務
活
動
を
行
っ
た
。

※
平
成
29
年
度
入
学
者
・
入
園
児
数

　

大
学
院
4
名
・
大
学
78
名
・
３
年
編
入

学
7
名
・
短
大
２
6
2
名
・
専
攻
科
1

名
・
高
校
１
４
３
名
・
幼
稚
園
31
名　

計

5
2
6
名（
前
年
度
比
：
51
名
増
）

※
平
成
29
年
度
修
了
生
・
卒
業
生

　

大
学
院
3
名
・
大
学
85
名
・
短
大

2
5
0
名
・
専
攻
科
3
名
・
高
校

1
1
5
名
・
幼
稚
園
29
名　

計
4
8
5
名

⑴
法
人
関
係
で
実
施
し
た
主
な
事
業

・
平
成
29
年
度
年
度
当
初
学
園
全
体
職

員
会

・
学
園
創
立
71
周
年
記
念
式
典

・
郡
山
う
ね
め
踊
り
流
し
に
参
加 

準
大
賞

・
小
野
町
と
の
包
括
連
携
協
定
締
結

・
安
全
防
災
訓
練

・
第
71
回
も
み
じ
会

・
福
島
県
私
学
振
興
大
会

・
平
成
30
年
度
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験

・
平
成
29
年
度
自
己
点
検
報
告
会

・
平
成
29
年
度
年
度
末
学
園
全
体
職
員
会

・
平
成
30
年
度
採
用
者
の
新
任
式

・
新
任
者
オ
リ
エン
テ
ー
シ
ョン

⑵
大
学
院
・
大
学
・
短
大
で
実
施
し
た
主

な
事
業

・
大
学
院
第
24
回
、大
学
第
52
回
、短
大
第

68
回
、専
攻
科
第
18
回
入
学
式

・
第
１
回
〜
5
回
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

・
平
成
30
年
度
大
学
・
短
大

入
学
者
選
抜
実
施
内
容
及

び
教
育
内
容
等
説
明
会

・
第
１
回
〜
３
回
高
大
連

携
基
礎
能
力
適
性
調
査

・
Ｋ
Ｇ
Ｃ
サ
マ
ー
リ
フ
レ
ッ
シ

ュプ
ロ
グ
ラ
ム

・
Ａ
Ｏ 

Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
期
選
抜

　

実
施

・
第
53
回
学
園
教
育
充
実
研

究
会（
大
学
・
短
大
の
部
）

・
大
学
院
Ⅰ
・
Ⅱ
期
選
抜

実
施

・
大
学
３
年
次
編
入
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
期
選
抜
実
施

・
大
運
動
会

・
平
成
30
年
度
入
学
大
学
・
短
大「
特
待

生
・
指
定
校
生
・
公
募
推
薦
生
Ⅰ
・
Ⅱ

期
・
特
別
生
Ⅰ
･
Ⅱ
期
」
選
抜
実
施

・
平
成
30
年
度
入
学
短
大「
専
攻
科
Ⅰ

期
」選
抜
実
施

・
平
成
30
年
度
入
学
大
学
･
短
大
「
一
般

生
Ⅰ
･
Ⅱ
期
」
選
抜
実
施

・
大
学
院
第
23
回
、大
学
第
49
回
、短
大
第

67
回
、専
攻
科
第
17
回
卒
業
式

○
そ
の
他
の
実
施
内
容

主
任
・
大
学
・
短
大
教
授
会
・
研
究
科

委
員
会（
月
１
回
）、入
試
判
定
委
員
会
、学

生
生
活
委
員
会
、就
職
委
員
会
・
担
当
者

会
議
、期
末
試
験
、教
育
実
習
、臨
地
実
習
、

健
康
診
断
、学
生
相
談
、教
育
課
程
体
験
事

前
指
導
、就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス（
６
回
）、就
職

模
擬
試
験（
２
回
）、職
業
適
性
検
査
・
解

説
な
ど

※
平
成
29
年
度
卒
業
者
就
職
状
況

【
大
学
】卒
業
者
数
84
人
内

　

就
職
希
望
者
76
人
中
就
職
決
定
者
数

76
人（
就
職
率
１
０
０
％
）

【
短
大
】卒
業
者
数
2
5
2
人
内

　

就
職
希
望
者
2
2
3
人
中
就
職
決
定
者

数
2
2
2
人（
就
職
率
99
･
６
％
）

⑶
附
属
高
等
学
校

　
「
私
を
創
る
―
未
来
の
私
を
考
え
て
―
」

の
努
力
目
標
を
掲
げ
、
生
徒
一
人
ひ
と

り
が
自
分
の
目
標
を
設
定
し
、高
校
生
活

を
よ
り
有
意
義
に
送
る
た
め
に
、生
徒
の

自
己
啓
発
と
自
発
性
を
育
成
す
る
観
点

か
ら
、全
教
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

ん
だ
。

○
実
施
し
た
主
な
事
業

・
第
61
回
入
学
式
・
関
口
育
英
奨
学
生
認

定
式

・
学
校
見
学
会

・
入
試
内
容
説
明
会
・
個
別
相
談
会（
２
回
）

・
修
学
旅
行（
第
２
学
年
）

・
入
学
者
選
考
会

・
第
59
回
卒
業
式

・
新
入
生
説
明
会

○
そ
の
他
の
実
施
内
容

職
員
会
議
・
運
営
委
員
会（
月
１
回
開
催
）、

教
育
実
習
、進
路
相
談
会
、考
査
、実
力
テ

ス
ト
、健
康
診
断
、校
内
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
、

校
内
球
技
大
会
、定
期
演
奏
会
、卒
業
発
表

会
な
ど

⑷
附
属
幼
稚
園

　

本
園
は
、「
よ
く
み
る 
よ
く
き
く 

よ
く

か
ん
が
え
て
」を
教
育
目
標
と
し
て
、園
児

に
き
め
細
か
い
保
育
と
基
本
的
な
生
活
習

慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
と
と
も
に
集
団
で
の

遊
び
に
も
力
を
入
れ
て
保
育
を
行
っ
た
。

○
実
施
し
た
主
な
事
業

・
第
63
回
入
園
式

・
創
立
記
念
日
の
お
集
ま
り

・
学
園
教
育
充
実
研
究
会（
幼
稚
園
の
部
）

・
平
成
30
年
度
入
園
説
明
会（
2
回
）

・
附
属
幼
稚
園
運
動
会

・
平
成
30
年
度
入
園
面
接
・
１
日
入
園

・
第
63
回
卒
園
式

○
そ
の
他
の
実
施
内
容

春
・
秋
の
遠
足
、保
育
参
観
、預
り
保
育
、延

長
保
育
、夏
季
保
育
、七
五
三
、ぼ
く
と
わ
た

し
の
さ
く
ひ
ん
て
ん
、ク
リ
ス
マ
ス
会
、お
も
ち

つ
き
、節
分
の
お
あ
つ
ま
り
、お
別
れ
会
食
、

親
子
パ
ー
テ
ィ
ー
、発
表
会
、園
庭
整
備
、父

母
の
講
座
、Ｋ
Ｇ
Ｃ
マ
ミ
ー
ク
ラ
ブ
、父
母
会
、

避
難
訓
練（
２
回
実
施
）な
ど

⑸
家
庭
寮（
29
年
度
当
初
在
寮
生
93
名
）

新
入
寮
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョン
、リ
ー
ダ
ー

会
議
、入
寮
生
歓
迎
会
、お
茶
会
、七
夕
会
、

い
も
煮
会
、ク
リ
ス
マ
ス
会
、卒
業
生
送
別
会
、

避
難
訓
練

⑹
大
学
図
書
館（
高
校
分
館
を
含
む
）

・
本
学
図
書
館
高
大
連
携
打
合
せ
会

・
運
営
委
員
会
・
土
曜
開
館
・
蔵
書
点
検

⑺
保
健
室

定
期
健
康
診
断
実
施（
大
学
・
短
大
生
・

高
校
生
・
園
児
・
教
職
員
）

⑻
学
園
創
立
者
関
口
育
英
奨
学
生
の
採
用

⑼
学
生
・
生
徒
・
園
児
募
集

①
大
学
・
短
大
進
学
相
談
会

②
高
等
学
校
訪
問　

③
中
学
校
訪
問

④
園
児
募
集（
パ
ン
フ
レッ
ト
）

⑤
大
学
・
短
大
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

⑥
高
校
入
試
内
容
説
明
会（
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ

ン
・
ポ
リ
シ
ー
）

＊
そ
の
他
、学
生
・
生
徒
・
園
児
募
集
の
た

め
の
学
校
案
内（
大
学
・
短
大
、高
校
、幼

稚
園
）の
作
成
と
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新

⑽
部
活
動
及
び
応
募
等
の
活
躍
状
況

○
第
63
回
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル　

第
１
位

○
平
成
29
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競

技
大
会
出
場

○
第
70
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
高
等
学
校

　

選
手
権
大
会
春
の
高
校
バ
レ
ー
全
国
大
会

　

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
2
回
戦
進
出

○
第
63
回
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会

　

新
体
操　

団
体
１
位

○
平
成
29
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）新
体
操　

団
体
出
場

○
第
63
回
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会

　
ハン
ド
ボ
ー
ル　

第
１
位

○
第
70
回
福
島
県
総
合
体
育
大
会

　

少
年
女
子
：
ハン
ド
ボ
ー
ル　

第
１
位

○
第
55
回
福
島
県
高
等
学
校

　

新
人
ハン
ド
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会 

第
１
位

○
第
70
回
福
島
県
総
合
体
育
大
会

　

卓
球
競
技　

少
年
女
子
団
体　

第
２
位

○
平
成
29
年
度
全
日
本
卓
球
選
手
権
大

会　
ジ
ュニ
ア
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
出
場

〇
第
21
回
マ
ー
チ
ン
グ
＆
バ
ト
ン
オ
ン
ス
テ
ー

ジ
東
北
大
会　

高
校
･
一
般
の
部　

金
賞

〇
第
17
回
マ
ー
チ
ン
グ
ス
テ
ー
ジ
全
国
大
会

　

優
秀
賞

○
第
34
回
福
島
県
声
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン

テ
ス
ト
高
校
の
部　

金
賞

○
第
36
回
福
島
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

自
然
科
学
部
門　

奨
励
賞　

科
学
部

○
第
33
回
全
日
本
ジ
ュニ
ア
ク
ラ
シ
ッ
ク
音

楽
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会　

第
5
位

〇
平
成
29
年
度
第
71
回
福
島
県
総
合
美

術
展
覧
会　

洋
画
の
部　

福
島
県
美
術
奨

励
賞　

青
少
年
奨
励
賞

〇
平
成
29
年
度
食
肉
総
菜
創
作
発
表
会

福
島
県
大
会　

最
優
秀
賞

〇
第
31
回
き
の
こ
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大

会　

日
本
特
用
林
産
振
興
会
長
賞
･
日
本

椎
茸
農
業
協
同
組
合
連
合
会
長
賞

⑾
安
全
管
理

①
防
災
管
理
委
員
会
に
よ
る
災
害
時
を
想

定
し
た
創
学
館
３
階
か
ら
の
緩
降
機
操
作

訓
練
を
実
施

②
安
全
防
災
訓
練
に
て
身
の
安
全
確
保
並

び
に
避
難
訓
練
を
実
施

⑿
施
設
・
設
備
関
係

施
設
・
設
備
に
つ
い
て
は
、安
全
性（
災
害

対
策
等
）と
ア
メ
ニ
テ
ィ（
快
適
な
空
間
）に

配
慮
し
た
教
育
研
究
環
境
の
整
備
を
優
先

順
位
に
よ
り
行
っ
た
。

⒀
環
境
関
係

環
境
委
員
会
と
N
L
S
部
が
、福
島
県
環

境
創
造
セ
ン
タ
ー
及
び
J
A
E
A
福
島
環

境
安
全
セ
ン
タ
ー
と
連
携
に
よ
り「
放
射
線

除
染
に
お
け
る
環
境
再
生（
4
年
継
続
）」を

テ
ー
マ
と
し
て「
も
み
じ
会
」で
発
表　

他

⒁
そ
の
他

※
家
族
会

・
家
族
会
役
員
・
常
任
委
員
合
同
委
員
会

・
家
族
会
総
会

・
家
族
会
方
部
別
教
育
懇
談
会（
開
催
時

期
は
6
月
下
旬
か
ら
７
月
下
旬
）

※
芸
術
鑑
賞
講
座

①「
ふ
く
し
ま
の
花
」野
口
勝
宏
写
真
展

②「
林
家
木
久
扇
師
匠
in
郡
山
女
子
大
学
」

③「
江
戸
琳
派
絵
画
作
品
展
」

④
人
形
劇
団
ひ
と
み
座「
リ
ア
王
」

※
教
養
講
座（
第
１
回
〜
３
回
）

①「
中
条
家
三
代　

安
積
開
拓
への
想
い
」

②「
茶
道
と
禅
」

③「
郡
山
開
成
学
園
が
最
高
の
学
校
だ
、こ

こ
で
頑
張
ら
ず
に
いつ
頑
張
る
」

表① 院生・学生・生徒・園児在籍総数【1,314名：前年度比　73名増】学則等収容定員【2,509名】  単位：名

表② 教職員298名【教育職員236名 事務職員62名】

10
3
13

3
／
3

3
／
3

6
1
7

20
9
29

／
1
1

／
0
0

／
0
0

40
80
120

10
10
20

21
57
78

74
260
334

180
340
520

21
76
97

13
60
73

19
67
86

240
20
20
40
320

89
8
11
36
144

720
60
60
120
960

50
11
9
18
88

69
6
13
28
116

40
120
140
20
30
40
390

10

20
13
15
48

20
17
12
49

40
30
27
97

26
4
1
31

40
80
80
200

1 4 5 20

80
240
280
40
60
80
780

15
　53

68

148
11
8
29
264

19
45
64

146
13
11
25
259

34
98
132

294
24
19
54
523

208
25
33
82
348

☆福島学習センター出向職員　5名　☆時間雇用職員　6名

学校別 教員数
郡山女子大学
郡山女子大学短期大学部
郡山女子大学附属高等学校
郡山女子大学附属幼稚園

　　35
    49
    39
     10
 133

職員数
　　19
    34
  8
     1
    62

非常勤講師
    30
    48
   21
4

   103

合計
　84
 131
 68
  15
 298計

29

学科名

学科名

学科名

幼児教育学科

（含編入定員４０名）



開成の杜（7）

平
成
29
年
度
　
決
算
報
告

監
査
報
告
書

平
成
30
年
５
月
18
日

学
校
法
人　

郡
山
開
成
学
園

監
事　

橋
本　

忠
雄

監
事　

遠
藤　

武
士

　

私
た
ち
は
、学
校
法
人
郡
山
開
成
学
園

の
監
事
と
し
て
、私
立
学
校
法
第
37
条
第
３

項
に
基
づ
い
て
同
学
園
の
平
成
29
年
度（
平

成
29
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
30
年
３
月
31

日
ま
で
）に
お
け
る
財
産
目
録
及
び
計
算
書

類（
資
金
収
支
計
算
書
、事
業
活
動
収
支
計

算
書
、貸
借
対
照
表
及
び
附
属
明
細
表
）を

含
め
、学
校
法
人
の
業
務
並
び
に
財
産
の
状

況
に
つい
て
監
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
監
査
に
あ
た
り
、理
事
会
そ
の

他
重
要
な
会
議
に
出
席
す
る
ほ
か
理
事
か

ら
の
業
務
の
報
告
を
聴
取
し
、重
要
な
決
裁

書
類
等
を
閲
覧
す
る
な
ど
必
要
と
思
わ
れ

る
監
査
手
続
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

監
査
の
結
果
、私
た
ち
は
、学
校
法
人
の
業

務
に
関
す
る
決
定
及
び
執
行
は
適
切
で
あ
り
、

財
産
目
録
及
び
計
算
書
類
は
会
計
帳
簿
の

記
載
と
合
致
し
、法
人
の
収
支
及
び
財
産
の

状
況
を
正
し
く
示
し
て
お
り
、学
校
法
人
の

業
務
又
は
財
産
に
関
し
不
正
の
行
為
又
は
法

令
若
し
く
は
寄
附
行
為
に
違
反
す
る
事
実
は

な
い
こ
と
を
確
認
い
た
し
ま
し
た
。 　

  

以
上

　

学
校
法
人
郡
山
開
成
学
園
の
平
成
29
年

度
決
算
に
つ
い
て
、東
邦
監
査
法
人
の
監
査

を
受
け
、理
事
会
・
評
議
員
会
で
報
告
、決

定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、そ
の
概
要
を
ご
報
告

い
た
し
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
資
金
収
支
計
算
書
に
お
い

て
、前
年
度
繰
越
支
払
資
金
を
加
え
た
資

金
収
入
合
計
は
、３
，７
7
4
，2
7
3
千
円

と
な
り
、予
算
よ
り
７
8
，4
0
0
千
円
上

回
り
ま
し
た
。こ
れ
は
、主
と
し
て
、学
生
生

徒
等
納
付
金
収
入
、受
取
利
息
・
配
当
金

収
入
で
は
見
込
み
を
下
回
り
ま
し
た
が
、雑

収
入
、前
受
金
収
入
等
で
見
込
み
を
上
回
っ

た
た
め
で
す
。

　

資
金
支
出
は
、資
金
運
用
支
出
、人
件
費

支
出
等
で
見
込
み
を
上
回
り
ま
し
た
が
、教

育
研
究
費
支
出
等
で
見
込
み
を
下
回
っ
た

た
め
、２
，8
0
8
，9
6
1
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

そ
の
結
果
、翌
年
度
繰
越
支
払
資
金
は

9
6
5
，3
1
2
千
円
と
な
り
、予
算
よ
り

1
3
，3
9
7
千
円
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
事
業
活
動
収
支
計
算
書
に

お
い
て
、事
業
活
動
収
入
合
計
よ
り
事
業
活

動
支
出
合
計
が
大
き
い
た
め
、基
本
金
組
入

前
当
年
度
収
支
差
額
は
、△
3
7
6
，１

0
5
千
円
と
な
り
、、基
本
金
組
入
額
合
計

△
8
1
，5
7
２
千
円
を
加
え
た
当
年
度
収

支
差
額
は
△
4
5
7
，6
7
8
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

従
っ
て
、当
年
度
収
支
差
額
△
4
5
7
，

6
7
8
千
円
に
、前
年
度
繰
越
収
支
差
額

△
７
，6
5
1
，1
8
1
千
円
を
加
え
た
翌

年
度
繰
越
収
支
差
額
は
、△
8
，１
0
8
，

8
5
9
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、貸
借
対
照
表
で
は
、資
産
に
関
し

て
は
、将
来
に
備
え
、教
育
、研
究
、施
設
等

を
充
実
さ
せ
る
た
め
、資
金
を
計
画
的
に
積

立
て
、安
全
で
有
利
な
資
産
運
用
に
努
め
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、負
債
に
関
し
て
は
、退
職
給
与
引

当
金
の
計
上
、及
び
次
年
度
授
業
料
等
前

受
金
、期
末
未
払
金
等
以
外
に
は
、金
融
機

関
等
か
ら
の
借
入
金
も
な
く
、健
全
な
財
務

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
末
の
正
味
資
産
は
、前
年

度
比
3
7
6
，１
0
5
千
円
減
少
し
、７
，

2
1
3
，9
7
3
千
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

（単位：円）
科　　目 金　　額 備　　考

基本財産
土地 
建物 
構築物 
教育研究用機器備品 
管理用機器備品 
図書 
車両 
建設仮勘定 
水道施設利用権 
借地権 
電話加入権 
ソフトウェア

　減価償却累計額
　減価償却累計額
　減価償却累計額
　減価償却累計額
 
　減価償却累計額
 
　減価償却累計額
 
 
　減価償却累計額

　預入先　東邦銀行他４行
　外国債券
　郡山信用金庫他
  
  
　退職金財団交付金他  
  
　立替金他  
  
  
　退職給与に係る見積債務額
  
  
  
　平成３０年度生入学金等

6,635,364,012
701,902,319
1,278,353,005
38,267,121

10,328,607

18,765,590

31,583,996

182,438.30㎡

50,947.88㎡

294点

12,063点

641点

159,227冊

4台

 

 

 

 

5件

6,642,034,687
2,763,869,930
2,881,670,755
73,828,015
356,582,252
3,631,389

499,891,009
13,869,362
2,100,000

0
980,389
2,918,498
42,693,088

2,248,961,368
965,311,753
600,000,000
460,000

490,065,214
38,795,744
149,874,117

68,190

4,386,350
8,890,996,055
1,093,598,514
914,475,794
179,122,720
583,423,801
97,337,849
362,795,700
123,290,252

1,677,022,315

7,213,973,740

運用財産

資産合計

負債合計
差引正味財産

現金・預金    
有価証券   
出資金  
育英奨学基金引当特定資産
同窓会奨学金引当特定資産
未収入金
前払金    
その他の資産

固定負債
　退職給与引当金
　長期未払金
流動負債
　未払金
　前受金
　預り金

財産目録について、その主な内容をご報告いたします。
平成30年3月31日現在財産目録総括表5

その他の雑収入として東
京電力・損害賠償金
45,423,604円を計上し
たためです。

同窓会奨学金特定資産
として40,000,000円を
繰入支出したためです。

資金収支計算書について、その主な内容をご報告いたします。
平成29年4月1日から平成30年3月31日まで資金収支計算書1

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異

 学生生徒等納付金収入 
 手数料収入 
 寄付金収入 
 補助金収入 
　国庫補助金収入
　地方公共団体（県）補助金収入
　地方公共団体（市）補助金収入
 資産売却収入 
 付随事業・収益事業収入 
 受取利息・配当金収入 
 雑収入 
 借入金等収入 
 前受金収入 
 その他の収入 
 資金収入調整勘定 
 前年度繰越支払資金  
 資金収入の部　合計

1,140,315,000
19,439,000
7,868,000

960,335,000
645,520,000
311,203,000
3,612,000
100,000

81,250,000
35,244,000
211,331,000

0
345,658,000
280,318,941

△ 487,661,000
1,101,675,059
3,695,873,000

1,130,483,050
19,648,440
11,714,210
968,203,780
651,223,000
313,358,180
3,622,600

0
82,648,257
34,233,305
263,066,042

0
362,795,700
291,441,412

△ 491,636,017
1,101,675,059
3,774,273,238

9,831,950
△ 209,440
△ 3,846,210
△ 7,868,780
△ 5,703,000
△ 2,155,180
△ 10,600
100,000

△ 1,398,257
1,010,695

△ 51,735,042
0

△ 17,137,700
△ 11,122,471
3,975,017

                        ―
△ 78,400,238

（単位：円）

〔
収
入
の
部
〕

〔
支
出
の
部
〕

〔
資
産
の
部
〕

〔
負
債
の
部
〕

〔
純
資
産
の
部
〕

 人件費支出 
 教育研究経費支出 
 管理経費支出 
 借入金等利息支出 
 借入金等返済支出 
 施設関係支出 
 設備関係支出 
 資産運用支出 
 その他の支出 
 予備費 
 資金支出調整勘定　 
 翌年度繰越支払資金 
 資金支出の部　合計

1,768,224,000
521,902,000
226,853,000

0
0

45,718,000
23,009,000
10,878,000
221,527,000
7,900,000

△ 108,847,000
978,709,000
3,695,873,000

1,780,594,147
516,131,558
229,066,089

0
0

49,350,620
32,076,226
49,864,956
221,339,679

△ 69,461,790
965,311,753
3,774,273,238

△ 12,370,147
5,770,442

△ 2,213,089
0
0

△ 3,632,620
△ 9,067,226
△ 38,986,956

187,321
7,900,000

△ 39,385,210
13,397,247

△ 78,400,238

貸借対照表について、その主な内容をご報告いたします。
平成30年3月31日現在貸借対照表4

（単位：円）
科　　目 本年度末 増　　減

 固定資産 
　有形固定資産 
　　土地
　　建物
　　構築物他
   特定資産 

　　同窓会奨学金引当特定資産
　その他の固定資産 
　　有価証券
　　ソフトウェア他
流動資産 
　　現金預金
　　未収入金他
 資産の部合計 

7,771,405,645
6,595,442,712
2,763,869,930
2,881,670,755
949,902,027
528,860,958

490,065,214

38,795,744
647,101,975
600,000,000
47,101,975

1,119,590,410
965,311,753
154,278,657
8,890,996,055

前年度末
△ 239,469,124
△ 263,345,302

0
△ 230,956,710
△ 32,388,592
32,220,700

△ 6,575,044

38,795,744
△ 8,344,522

0
△ 8,344,522

△ 132,665,093
△ 136,363,306

3,698,213
△ 372,134,217

減価償却の累計額
参考

8,714,564,650 322,822,135

科　　目 本年度末 増　　減
 固定負債 
　　長期未払金
　　退職給与引当金
 流動負債 
　　前受金
　　預り金他　
 負債の部合計 

1,093,598,514
179,122,720
914,475,794
583,423,801
362,795,700
220,628,101
1,677,022,315

前年度末
△ 20,755,443
△ 27,949,599
7,194,156
24,726,762
21,033,800
3,692,962
3,971,319

科　　目 本年度末 増　　減
 基本金 
　　第１号基本金
　　第４号基本金
 繰越収支差額 
　　翌年度繰越収支差額
 純資産の部合計 
 負債及び純資産の部合計 

15,322,833,685
15,122,833,685
200,000,000

△ 8,108,859,945
△ 8,108,859,945
7,213,973,740
8,890,996,055

前年度末
81,572,895
81,572,895

0
△ 457,678,431
△ 457,678,431
△ 376,105,536
△ 372,134,217

8,010,874,769
6,858,788,014
2,763,869,930
3,112,627,465
982,290,619
496,640,258

496,640,258

0
655,446,497
600,000,000
55,446,497

1,252,255,503
1,101,675,059
150,580,444
9,263,130,272

8,391,742,515

1,114,353,957
207,072,319
907,281,638
558,697,039
341,761,900
216,935,139
1,673,050,996

15,241,260,790
15,041,260,790
200,000,000

△ 7,651,181,514
△ 7,651,181,514
7,590,079,276
9,263,130,272

　　郡山開成学園創立者関口
　　育英奨学基金引当特定資産

事業活動収支計算書について、その主な内容をご報告いたします。
平成29年4月1日から平成30年3月31日まで事業活動収支計算書3

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異
1,140,315,000
19,439,000
8,103,000

954,009,000
640,431,000
309,966,000
3,612,000
81,250,000
227,578,000
2,430,694,000
1,793,912,000
873,725,000
229,822,000

0
2,897,459,000
△ 466,765,000

1,130,483,050
19,648,440
12,668,634
961,877,780
646,134,000
312,121,180
3,622,600
82,648,257
276,497,694
2,483,823,855
1,804,035,109
869,384,136
231,848,773

0
2,905,268,018
△ 421,444,163

9,831,950
△ 209,440
△ 4,565,634
△ 7,868,780
△ 5,703,000
△ 2,155,180
△ 10,600

△ 1,398,257
△ 48,919,694
△ 53,129,855
△ 10,123,109
4,340,864

△ 2,026,773
0

△ 7,809,018
△ 45,320,837

（単位：円）

〔
教
育
活
動
収
支
〕

事
業
活
動
収
入
の
部

事
業
活
動
支
出
の
部

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異
35,244,000

0
35,244,000

0
0
0

35,244,000
△ 431,521,000

34,233,305
0

34,233,305
0
0
0

34,233,305
△ 387,210,858

1,010,695
0

1,010,695
0
0
0

1,010,695
△ 44,310,142

〔
教
育
活
動
外
収
支
〕

事
業
活
動

収
入
の
部
事
業
活
動

支
出
の
部

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異

 学生生徒等納付金 
 手数料 
 寄付金 
 経常費等補助金 
　　国庫補助金
　　地方公共団体（県）補助金
　　地方公共団体（市）補助金
 付随事業収入 
 雑収入 
 教育活動収入計
 人件費 
 教育研究経費 
 管理経費 
 徴収不能額等 
 教育活動支出計 
教育活動収支差額

 受取利息・配当金 
 その他の教育活動外収入　 
 教育活動外収入計 
 借入金等利息 
 その他の教育活動外支出
 教育活動外支出計 
 教育活動外収支差額 
経常収支差額 

 資産売却差額 
 その他の特別収入
 特別収入計 
 資産処分差額 
 その他の特別支出 
 特別支出計 
特別収支差額

 〔予備費〕   
基本金組入前当年度収支差額　
基本金組入額合計   
当年度収支差額
前年度繰越収支差額    
翌年度繰越収支差額  
（参考）  
事業活動収入計  
事業活動支出計  

100,000
10,784,000
10,884,000
1,100,000

0
1,100,000
9,784,000
1,000,000

△ 422,737,000
△ 73,185,000
△ 495,922,000
△ 7,651,181,514
△ 8,147,103,514

2,476,822,000
2,899,559,000

0
12,168,842
12,168,842
1,063,520

0
1,063,520
11,105,322

△ 376,105,536
△ 81,572,895
△ 457,678,431
△ 7,651,181,514
△ 8,108,859,945

2,530,226,002
2,906,331,538

100,000
△ 1,384,842
△ 1,284,842

36,480
0

36,480
△ 1,321,322
1,000,000

△ 46,631,464
8,387,895

△ 38,243,569
0

△ 38,243,569
　

△ 53,404,002
△ 6,772,538

〔
特
別
収
支
〕

事
業
活
動

収
入
の
部
事
業
活
動

支
出
の
部

活動区分資金収支計算書について、その主な内容をご報告いたします。
平成29年4月1日から平成30年3月31日まで

活動区分資金収支計算書2

科　　　目 金　　額
（単位：円）

教
育
活
動
に
よ
る
資
金
収
支

収
　
入

支
　
出

収
　
入

支
　
出

収
入

支
出

施
設
整
備
等
活
動
に
よ
る
資
金
収
支

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
資
金
収
支

　学生生徒等納付金収入   
　手数料収入   
　特別寄付金収入   
　一般寄付金収入   
　経常費等補助金収入   
　付随事業収入   
　雑収入   
　教育活動資金収入計   
　人件費支出   
　教育研究経費支出   
　管理経費支出   
　教育活動資金支出計
　差引    
　調整勘定等    
教育活動資金収支差額
　施設設備補助金収入   
　施設整備等活動資金収入計   
　施設関係支出   
　設備関係支出   
　施設整備等活動資金支出計  
　差引    
　調整勘定等    
施設整備等活動資金収支差額
小計（教育活動資金収支差額 + 
施設整備等活動資金収支差額）

　郡山開成学創立者関口育英奨学基金
　引当特定資産取崩収入   
　同窓会奨学金引当特定資産取崩収入
　預り金受入収入
　立替金回収収入
　過年度修正収入
　　　小　計
　受取利息・配当金収入
　その他の活動資金収入計
　郡山開成学創立者関口育英奨学基金
　引当特定資産繰入支出
　同窓会奨学金引当特定資産繰入支出
　預り金支払支出
　立替金支払支出
　　　小　計
　その他の活動資金支出計
　差引    
　調整勘定等
　その他の活動資金収支差額
　支払資金の増減額
　（小計 + その他の活動資金収支差額）
　前年度繰越支払資金
　翌年度繰越支払資金

1,130,483,050
19,648,440

0
11,714,210
961,877,780
82,648,257
260,240,888
2,466,612,625
1,780,594,147
516,131,558
229,066,089
2,525,791,794
△ 59,179,169
10,151,999

△ 49,027,170
6,326,000
6,326,000
49,350,620
32,076,226
81,426,846

△ 75,100,846
△ 21,665,258
△ 96,766,104

△ 145,793,274

16,440,000

1,204,256
123,290,252
4,117,800
2,825,154

147,877,462
34,233,305
182,110,767

9,864,956

40,000,000
116,596,689
4,336,350

170,797,995
170,797,995
11,312,772
△ 1,882,804
9,429,968

△ 136,363,306

1,101,675,059
965,311,753


